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金
融
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
オ
ー
バ
ー
バ
ン
キ
ン
グ
問
題代　

田　
　
　

純

　

御
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
代
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日

は
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
く
だ
さ
り
、
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
駒
澤
大
学
で
は
金
融
論
を
担
当
し
、『
デ

ジ
タ
ル
化
の
金
融
論
』
を
教
科
書
と
し
て
授
業
や
ゼ
ミ
を

や
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
駒
澤
大
学
硬
式
野
球

部
の
部
長
を
し
て
い
ま
す
。　

　

ま
ず
、
今
日
の
話
の
要
旨
で
す
。

　

異
な
る
意
見
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
、
日

本
に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
（
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
）
取

引
で
の
シ
ス
テ
ム
化
は
そ
れ
な
り
に
進
ん
で
お
り
、
証
券

市
場
も
シ
ス
テ
ム
化
の
先
進
分
野
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
と
は
い
え
、
個
人
の
リ
テ
ー
ル
決
済
で
は
、
デ

ジ
タ
ル
化
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
は
遅
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

公
的
部
門
で
も
同
じ
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
所

有
率
は
約
四
〇
％
で
す
し
、
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
一

八
％
ぐ
ら
い
の
医
療
機
関
で
マ
イ
ナ
保
険
証
が
使
え
る
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
実
際
調
べ
て
み
る
と
、
私
が
住
ん
で

い
る
横
浜
市
の
あ
る
区
で
は
四
カ
所
し
か
使
え
ず
、
そ
れ

は
い
ず
れ
も
大
学
病
院
で
す
。
つ
ま
り
、
一
般
の
医
療
機

関
で
は
ほ
と
ん
ど
使
え
な
い
状
況
で
す
。

　

そ
し
て
、
リ
テ
ー
ル
で
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
は
オ
ー

バ
ー
バ
ン
キ
ン
グ
問
題
と
表
裏
一
体
で
、
現
状
、
日
本
は
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オ
ー
バ
ー
バ
ン
キ
ン
グ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

現
在
、
急
ス
ピ
ー
ド
で
コ
ー
ド
決
済
の
普
及
が
進
ん
で
お

り
、
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
（A

pplication 

Program
m

ing Interface

）
接
続
等
が
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
グ
ル
ー

プ
と
し
て
銀
行
・
証
券
・
決
済
を
包
括
的
に
営
む
企
業
が

今
後
注
目
さ
れ
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
軸
に
銀
行
と
証
券
は
融

合
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス

に
お
い
て
、
現
在
の
オ
ー
バ
ー
バ
ン
キ
ン
グ
が
変
化
し
て

い
く
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
後
ほ
ど
具
体
的
に
お
話
し
ま
す
が
、
楽
天
グ

ル
ー
プ
、
Ｓ
Ｂ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
等
が
念
頭
に
あ
り
ま
す
し
、

他
方
、
ア
メ
リ
カ
の
場
合
、
伝
統
的
な
商
業
銀
行
と
投
資

銀
行
で
は
や
っ
て
い
る
こ
と
の
中
身
が
、
ウ
エ
イ
ト
の
置

き
方
に
は
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い

と
い
う
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
グ
ー
グ

ル
、
ア
マ
ゾ
ン
、
ア
ッ
プ
ル
と
い
っ
た
よ
う
な
ビ
ッ
ク

テ
ッ
ク
が
金
融
に
絡
ん
で
き
て
い
て
、
ほ
と
ん
ど
一
体
化

し
て
き
て
い
る
状
況
で
、
日
本
も
そ
う
な
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
み
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
順
に
御
説
明
い
た
し
ま
す
。

一
、
デ
ジ
タ
ル
化
と
は
何
か

　

最
初
に
、「
金
融
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
は
何
か
？
」
で

す
。
現
在
、
金
融
機
関
の
経
営
効
率
化
と
リ
テ
ー
ル
（
個

人
）
分
野
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
行
し
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
ず
金
融
機
関
の
経
営
効
率
化
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
Ｐ
Ｒ

（Business Process Re-engineering

）、
Ｒ
Ｐ
Ａ
（Ro-

botic Process A
utom

ation

）、
Ａ
Ｉ
の
活
用
も
含
ま

れ
ま
す
が
、
事
務
量
を
い
か
に
削
減
す
る
か
、
ま
た
、

バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
事
務
の
効
率
化
を
い
か
に
図
っ
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
で
、
具
体
的
に
は
、
紙
の
書
類
、
文
書
の
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見
直
し
、
印
鑑
廃
止
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
従
来
の
多
店
舗
、
多
Ａ
Ｔ
Ｍ
、

多
職
員
主
義
の
見
直
し
も
進
ん
で
お
り
、
こ
ち
ら
は
、
紙

通
帳
の
削
減
と
ウ
ェ
ブ
通
帳
へ
の
移
行
、
組
織
の
再
編
と

人
員
再
配
置
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
先
ほ
ど
公
的
部
門
で
デ
ジ
タ
ル
化
が
遅
れ
て
い

る
と
述
べ
ま
し
た
が
、
別
の
観
点
で
、
公
金
収
納
な
ど
、

地
方
公
共
団
体
業
務
と
金
融
機
関
の
あ
り
方
が
見
直
さ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
銀
シ
ス
テ
ム
の
ク
ラ
ウ
ド
化
、

Ｕ
Ｉ
銀
行
や
み
ん
な
の
銀
行
と
い
っ
た
ス
マ
ホ
銀
行
、
ス

マ
ホ
証
券
が
増
え
て
い
る
と
い
っ
た
こ
と
で
、
全
体
と
し

て
金
融
機
関
の
経
営
効
率
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
領
域
は
、
リ
テ
ー
ル
分
野
の
デ
ジ
タ
ル
化

で
す
。

　

店
頭
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
に
始
ま
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
、
中
で
も
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
の
コ
ー
ド
決
済
が
進
ん
で
い
る
わ
け
で
す
が
、
銀
行
系

と
ノ
ン
バ
ン
ク
系
の
競
争
と
提
携
が
一
つ
の
課
題
で
、
現

在
は
、PayPay

や
楽
天
ペ
イ
と
い
っ
た
ノ
ン
バ
ン
ク
系

の
ユ
ー
ザ
ー
数
が
圧
倒
的
に
多
い
状
況
で
す
。

　

た
だ
、
ノ
ン
バ
ン
ク
系
は
最
終
的
な
決
済
機
能
が
な
い

た
め
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
と
の
接
続
が
課
題
と
な
り
ま
す
。
学
生
に

は
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
（
更
新
系
）
と
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
で
銀

行
口
座
か
ら
直
接
引
き
落
と
す
こ
と
と
説
明
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
際
に
ハ
ー
ド
ル
と
な
る
の
が
接
続
手
数
料
で

す
。
私
は
、
こ
れ
は
一
種
の
文
化
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
日
本
で
は
伝
統
的
に
預
金
口
座
手
数
料
を
求
め
ま

せ
ん
。
高
度
経
済
成
長
期
に
預
金
を
集
め
ろ
と
い
う
こ
と

で
今
日
ま
で
来
て
い
る
の
で
、
預
金
者
か
ら
手
数
料
を
取

る
と
い
う
文
化
が
そ
も
そ
も
な
い
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
も

関
係
し
て
、
今
の
と
こ
ろ
は
、
消
費
者
で
は
な
く
、
銀
行

か
コ
ー
ド
決
済
事
業
者
の
ど
ち
ら
が
手
数
料
を
負
担
す
る

か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
面
、
個
人
が
主
た
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
に
な
る
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と
考
え
ま
す
が
、
Ｓ
Ｔ
Ｏ
（Security T

oken O
ffer-

ing

）
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
証
券
や
、
ラ
ッ
プ

業
務
の
ロ
ボ
ア
ド
運
用
、
こ
の
あ
た
り
が
最
先
端
の
課
題

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

二�

、
金
融
機
関
間
、
証
券
決
済
で
の
シ

ス
テ
ム
化
の
進
展

　

次
に
、「
金
融
機
関
間
、
証
券
決
済
で
の
シ
ス
テ
ム
化

の
進
展
」
で
す
。

　

こ
の
表
は
、
中
央
銀
行
の
決
済
シ
ス
テ
ム
の
決
済
額

（
二
〇
二
〇
年
）
で
す
（
図
表
１
）。
先
ほ
ど
、
イ
ン
タ
ー

バ
ン
ク
取
引
で
の
決
済
は
そ
れ
な
り
に
進
ん
で
い
る
と
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
日
銀
ネ
ッ
ト
決
済
額
は
、
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
八
〇
三
〇
％
と
極
め
て
高
い
数
字
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
場
合
、Fedw

ire

で
も
三
九
一
三
％
で
す
。

日
銀
ネ
ッ
ト
決
済
額
は
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
世
界
最
高
水
準
に

図表１�　中央決済システムの決済額（2020年）

〔出所〕�　BIS, Red Book から作成。
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あ
り
ま
す
。

　

証
券
決
済
額
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
も
、
日
本
証
券
ク
リ
ア
リ

ン
グ
機
構
は
九
二
〇
二
％
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
は
八
〇

〇
〇
％
台
、
イ
ギ
リ
ス
は
国
際
証
券
市
場
な
の
で
例
外
か

と
思
い
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
は
七
〇
〇
〇
％

台
で
す
か
ら
、
日
本
は
世
界
的
に
か
な
り
高
い
水
準
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
こ
は
意
見
が
異
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
取
引
で
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル

化
の
重
要
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
Ａ
Ｉ
が
活
用
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
、Ｈ
Ｆ
Ｔ（H

igh Frequency T
rade

）

も
証
券
市
場
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
一
形
態
だ
と
私
は

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

登
録
Ｈ
Ｆ
Ｔ
業
者
数
は
五
五
に
ま
で
増
え
、
ま
た
、
金

融
庁
の
調
査
に
よ
る
と
、
売
買
代
金
の
中
で
登
録
Ｈ
Ｆ
Ｔ

が
占
め
る
割
合
は
、
相
場
の
上
昇
局
面
（
二
〇
二
〇
年
一

一
月
）
で
三
七
％
、
急
落
局
面
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
で

四
三
％
、
全
期
間
（
二
〇
一
九
年
一
一
月
～
二
〇
二
一
年

三
月
）
を
通
し
て
三
八
％
と
い
う
こ
と
で
四
割
近
い
比
重

を
占
め
、
さ
ら
に
は
注
文
件
数
割
合
も
七
割
程
度
と
非
常

に
高
い
。
こ
れ
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
取
引
、
つ
ま
り
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
売
買
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
証
券
市
場
は
あ
る
意
味
、
デ
ジ
タ
ル
化
が

非
常
に
進
ん
で
い
る
領
域
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

三�

、
リ
テ
ー
ル
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

の
現
状

　

次
に
、「
リ
テ
ー
ル
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
現
状
」

で
す
。

　

日
本
で
は
、
リ
テ
ー
ル
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
は
進
ん

で
い
ま
せ
ん
。
こ
の
表
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｓ
（
国
際
決
済
銀
行
）

のRed Book

か
ら
作
成
し
た
各
国
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
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決
済
額
（
二
〇
二
〇
年
）
で
す
（
図
表
２
）。
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
率
で
見
る
と
、
現
金
決
済
比
率
が
高
い
と
言
わ
れ
る
南

欧
の
イ
タ
リ
ア
が
四
八
三
％
と
最
も
低
く
、
日
本
は
そ
れ

に
次
い
で
五
九
〇
％
で
す
。
最
近A

lipay

等
が
普
及
し

て
き
て
い
る
中
国
は
三
八
三
二
％
、
イ
ギ
リ
ス
は
四
六
五

〇
％
で
す
か
ら
、
日
本
は
諸
外
国
と
比
べ
て
非
常
に
低
い

水
準
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
支
払
い
の
内
訳
を
見
て
み
る
と
、

カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
主
要
な
手
段
で
あ
る

こ
と
は
概
ね
共
通
し
て
い
ま
す
が
、
海
外
で
は
大
体
ど
こ

の
国
も
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
中
心
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
は
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
半
分
程
度
で
す
。
し
か
し
日
本

は
逆
で
、
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
普
及
し
て
お
ら
ず
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
決
済
額
の
ほ
う
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
ア
メ
リ
カ
に
比
べ
る
と
非
常
に
小
さ

く
、
ま
た
小
切
手
も
、
ア
メ
リ
カ
や
中
国
に
は
は
る
か
に

図表２�　各国のキャッシュレス決済額（2020年）

〔出所〕�　BIS, Red Book から作成。
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及
び
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
、
今
日
で
も
日
本
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
支
払
い
が
進
ん
で
い
な
い
大
き
な
要
因
で
す
。

　

そ
も
そ
も
小
切
手
は
当
座
預
金
が
あ
っ
て
初
め
て
振
り

出
せ
る
わ
け
で
す
が
、
日
本
で
は
、
銀
行
が
個
人
に
対
し

て
当
座
預
金
の
開
設
を
認
め
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
歴
史

が
あ
り
ま
す
。
や
や
私
の
推
測
も
入
り
ま
す
が
、
当
座
預

金
の
開
設
を
個
人
に
対
し
て
認
め
る
と
、
当
座
貸
越
や
個

人
向
け
の
与
信
と
い
う
問
題
が
出
て
く
る
た
め
、
少
な
く

と
も
一
九
七
〇
年
代
ぐ
ら
い
ま
で
は
、
個
人
に
対
す
る
与

信
は
非
常
に
限
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

当
座
預
金
の
金
額
は
、
法
人
が
二
〇
二
〇
年
で
一
二
〇

兆
円
弱
と
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
右
肩
上
が
り
で
増
え
て

い
る
の
に
対
し
、
個
人
は
右
肩
下
が
り
で
、
か
つ
て
は
一

兆
三
〇
〇
〇
億
円
程
度
あ
っ
た
も
の
が
、
今
日
で
は
四
〇

〇
〇
億
円
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
個
人
が
小

切
手
を
振
り
出
す
こ
と
は
、
日
本
で
は
非
常
に
稀
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

他
方
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
〇

年
に
ア
メ
リ
カ
の
ダ
イ
ナ
ー
ス
ク
ラ
ブ
で
始
ま
り
、
日
本

で
本
格
的
に
普
及
し
始
め
た
の
は
、
早
め
に
見
て
も
一
九

七
〇
年
代
で
す
。
し
か
し
、
普
及
に
遅
れ
は
あ
っ
た
も
の

の
、
今
日
で
は
発
行
枚
数
は
約
三
億
枚
で
、
単
純
計
算
し

て
も
一
人
三
枚
ぐ
ら
い
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
日
本
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
入
会
審
査
が
ア

メ
リ
カ
よ
り
も
緩
い
か
ら
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、

日
本
で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
簡
単
に
手
に
入
る
た

め
、
結
果
的
に
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
へ
の
需
要
が
ほ
と
ん
ど

な
い
。
逆
に
ア
メ
リ
カ
で
は
、
入
会
審
査
が
比
較
的
厳
し

く
、
若
年
層
で
は
入
れ
な
い
人
も
か
な
り
い
る
た
め
、
デ

ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
へ
の
需
要
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　

日
本
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
手
数
料
は
高
い
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
幾
つ
か
の
要
因
が
考
え
ら
れ
ま
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す
。

　

一
点
目
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
ア
メ
リ
カ
で
始

ま
っ
た
わ
け
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
州
際
業
務
規
制
と

い
う
も
の
が
あ
り
、
銀
行
は
州
を
越
え
た
業
務
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
の

が
カ
ー
ド
会
社
間
の
手
数
料
、
す
な
わ
ち
店
舗
側
カ
ー
ド

会
社
が
消
費
者
側
カ
ー
ド
会
社
に
支
払
う
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
フ
ィ
ー
で
、
こ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
フ
ィ
ー
が
、

日
本
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
入
っ
て
き
た
と
き
に
そ
の

ま
ま
の
形
で
入
っ
て
き
て
し
ま
い
、
ず
っ
と
存
続
し
て
い

る
と
い
う
の
が
九
州
大
学
の
前
田
真
一
郎
先
生
の
御
説
明

で
す
。
そ
の
た
め
、
Ｅ
Ｕ
で
は
〇
・
三
％
（
二
〇
一
五
年

以
降
）、
ア
メ
リ
カ
で
も
一
％
程
度
に
上
限
規
制
さ
れ
て

い
る
の
に
対
し
、
日
本
で
は
現
在
も
三
％
を
超
え
る
手
数

料
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

二
点
目
は
、
カ
ー
ド
の
信
用
照
会
で
す
。
日
本
で
は
、

海
外
の
よ
う
に
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
や
マ
ス
タ
ー
と
い
っ
た
国
際
ブ

ラ
ン
ド
が
直
接
行
う
の
で
は
な
く
、
例
え
ば
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー

タ
が
運
営
す
る
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｓ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
る
た
め
、
手
数
料
が
追
加
で
発
生
す
る
。

　

三
点
目
は
、
海
外
と
違
っ
て
、
日
本
で
は
分
割
払
い
や

リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
払
い
が
一
割
程
度
と
極
め
て
少
な
い
た

め
、
カ
ー
ド
会
社
の
利
子
収
入
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
店
舗

側
に
払
っ
て
も
ら
う
都
度
の
決
済
手
数
料
に
依
存
せ
ざ
る

を
得
な
い
構
造
が
で
き
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

四
点
目
は
、
欧
米
で
は
、
金
融
論
の
教
科
書
な
ど
を
見

ま
す
と
、
必
ず
「
カ
ー
ド
発
行
会
社
＝
銀
行
」
と
い
う
形

で
モ
デ
ル
が
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
日
本
で

は
、
カ
ー
ド
会
社
は
銀
行
以
外
の
流
通
系
、
信
販
系
で
あ

る
ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
く
、「
カ
ー
ド
会
社
＝
銀
行
」
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、
カ
ー
ド
会
社
と
銀
行
間
で

送
金
手
数
料
が
割
高
に
な
り
や
す
い
。
ほ
か
の
方
は
あ
ま

り
お
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
が
、
私
は
多
分
こ
れ
も
影
響
し
て

い
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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日
本
で
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
普
及
し
な
か
っ
た
理
由
に

つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

銀
行
法
の
規
制
に
よ
り
、
一
九
八
〇
年
代
以
前
は
、
銀

行
本
体
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
業
務
が
営
め
ず
、
ま
た
割

賦
支
払
い
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た

め
、
現
在
で
も
日
本
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
支
払
い
は
マ

ン
ス
リ
ー
ク
リ
ア
（
一
カ
月
後
支
払
い
）
な
わ
け
で
す

が
、
海
外
で
言
え
ば
、
こ
れ
は
実
質
的
に
は
デ
ビ
ッ
ト

カ
ー
ド
と
同
じ
で
す
。

　

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ス
コ
ア
リ
ン
グ
審
査
等
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
入
会
審
査
が
比
較
的
厳
し
く
、
若
年

層
を
中
心
に
、
預
金
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー

ド
に
需
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
日
本
で
は
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
入
会
審
査
が
緩
く
、
今
の
と
こ
ろ
誰
も
が
保

有
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
へ
の
需
要

が
そ
も
そ
も
な
い
に
等
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

そ
の
他
、
決
済
手
数
料
の
問
題
や
、
銀
行
の
シ
ス
テ
ム

稼
働
と
い
っ
た
問
題
も
あ
り
ま
す
。
夜
中
に
お
店
で
飲
食

し
、
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
支
払
い
を
し
よ
う
と
思
っ
た

ら
、
銀
行
サ
イ
ド
は
二
四
時
間
シ
ス
テ
ム
を
動
か
し
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
は
簡
単
な
こ
と

で
は
な
い
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

四
、
オ
ー
バ
ー
バ
ン
キ
ン
グ
の
指
標

　

次
に
、「
オ
ー
バ
ー
バ
ン
キ
ン
グ
の
指
標
」
に
つ
い
て

で
す
。
結
論
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
お
話
し
し
て
き
た
デ
ジ

タ
ル
化
の
遅
れ
と
い
う
の
は
、
オ
ー
バ
ー
バ
ン
キ
ン
グ
の

問
題
と
ほ
ぼ
重
な
り
ま
す
。

　

オ
ー
バ
ー
バ
ン
キ
ン
グ
の
指
標
に
は
ど
う
い
っ
た
も
の

が
あ
る
の
か
。
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
論
文
（
二
〇
一
九
年
）
か
ら
作

成
し
た
オ
ー
バ
ー
バ
ン
キ
ン
グ
の
指
標
を
見
ま
す
と
、
ま
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ず
「
規
模
」
と
し
て
は
、
銀
行
資
産
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
等
々

が
あ
り
ま
す
。
四
月
四
日
付
の
日
経
新
聞
で
「
三
メ
ガ
バ

ン
ク
の
総
資
産
は
二
〇
二
一
年
、
日
本
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

一
・
五
倍
を
突
破
し
た
」
と
報
じ
ら
れ
た
と
お
り
、
ア
メ

リ
カ
と
比
べ
て
も
突
出
し
て
い
る
状
況
で
す
。
次
に
「
競

争
」
と
し
て
、
利
鞘
、
人
口
一
〇
万
人
あ
た
り
銀
行
数
、

Ｒ
Ｏ
Ａ
等
が
あ
り
ま
す
。
当
然
で
す
が
、
Ｒ
Ｏ
Ａ
が
低
け

れ
ば
競
争
が
激
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
オ
ー
バ
ー
バ
ン
キ

ン
グ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
「
イ
ン
フ
ラ
・

効
率
性
」
と
し
て
、
銀
行
支
店
あ
た
り
人
口
、
銀
行
従
業

員
あ
た
り
総
資
産
、
人
口
一
〇
万
人
あ
た
り
カ
ー
ド
支
払

い
件
数
等
が
指
標
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
下
、
六
つ
の
指
標
に
つ
い
て
御
説
明
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
ず
は
利
鞘
で
す
。

　

こ
の
グ
ラ
フ
は
主
要
国
の
銀
行
利
鞘
で
す
（
図
表
３
）。

ア
メ
リ
カ
以
外
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
デ
ー
タ
か
ら
と
っ
た
参
照

図表３�　主要国の銀行利鞘（ベーシスポイント）
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貸
出
金
利
と
預
金
金
利
の
利
鞘
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
は
な

ぜ
か
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
デ
ー
タ
が
と
れ
な
い
た
め
、
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ

（
米
国
連
邦
預
金
保
険
公
社
）
の
ネ
ッ
ト
・
イ
ン
タ
レ
ス

ト
・
マ
ー
ジ
ン
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
い
ま
す
。
出
所
は
異

な
り
ま
す
が
、
ト
レ
ン
ド
と
し
て
見
て
い
た
だ
く
と
、
ア

メ
リ
カ
は
全
銀
行
平
均
で
三
〇
〇
～
三
五
〇
ベ
ー
シ
ス
ポ

イ
ン
ト
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
二
五
〇
～
三
〇
〇
ベ
ー
シ
ス
ポ

イ
ン
ト
と
高
い
数
字
で
あ
る
の
に
対
し
、
日
本
は
一
〇
〇

前
後
と
、
利
鞘
が
非
常
に
薄
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

で
は
、
そ
も
そ
も
銀
行
の
貸
出
金
利
や
貸
出
利
鞘
は
ど

の
よ
う
な
要
因
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

基
本
的
に
は
「
貸
出
金
利
＝
資
金
調
達
コ
ス
ト
＋
信
用

コ
ス
ト
＋
競
争
要
因
」
で
す
。
資
金
調
達
コ
ス
ト
は
、
預

金
金
利
が
基
本
で
す
が
、
広
義
で
は
経
費
率
（
人
件
費
、

物
件
費
等
）
も
含
み
ま
す
。
信
用
コ
ス
ト
は
、
債
務
不
履

行
の
リ
ス
ク
に
対
し
、
貸
倒
引
当
金
等
を
積
む
と
い
っ
た

こ
と
で
す
が
、
日
本
で
は
リ
ス
ク
が
あ
る
と
貸
し
出
さ
な

い
た
め
、
非
常
に
低
い
で
す
。
競
争
要
因
は
、
需
給
関
係

で
も
あ
り
、
複
数
の
銀
行
で
競
争
が
激
し
け
れ
ば
貸
出
金

利
は
低
下
し
や
す
く
、
日
本
の
場
合
、
競
争
は
強
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
私
が
住
ん
で
い
る
横
浜
の
あ
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅

で
も
、
メ
ガ
バ
ン
ク
の
支
店
二
つ
の
ほ
か
、
地
方
銀
行
、

信
用
金
庫
の
支
店
が
あ
り
、
駅
前
で
競
い
合
っ
て
い
ま

す
。
住
宅
ロ
ー
ン
を
借
り
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
ど
こ
の
銀

行
も
低
め
の
レ
ー
ト
を
オ
フ
ァ
ー
し
て
き
ま
す
の
で
、
当

然
競
争
は
激
し
く
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
貸
出
利
鞘
＝
貸
出
金
利-

資
金
調
達
コ
ス

ト
＝
信
用
コ
ス
ト
＋
競
争
要
因
」
で
す
。
日
本
で
は
、
信

用
リ
ス
ク
が
あ
る
人
（
及
び
企
業
）
に
は
貸
さ
な
い
た
め

信
用
コ
ス
ト
（
貸
倒
引
当
金
等
）
が
非
常
に
低
く
、
競
争

が
激
し
い
た
め
利
鞘
が
薄
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
の
指
標
は
、
銀
行
数
で
す
。

　

主
要
国
の
銀
行
数
（
預
金
取
扱
機
関
）
を
見
る
と
、
二
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〇
二
〇
年
現
在
、
一
番
多
い
の
は
ア
メ
リ
カ
の
一
万
三
九

六
で
、
ド
イ
ツ
が
一
三
九
四
で
す
。
他
方
、
日
本
は
一
二

五
七
で
す
か
ら
、
国
際
的
に
見
て
銀
行
数
自
体
は
決
し
て

多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
限
り
で
は
、

オ
ー
バ
ー
バ
ン
キ
ン
グ
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

業
態
別
に
見
て
も
、
地
銀
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
す
が
、
都

銀
は
一
九
五
五
年
の
一
三
行
か
ら
五
行
、
第
二
地
銀
は
七

一
行
か
ら
三
八
行
に
減
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
可
住
地
面
積
あ
た
り
で
見
る
と
、
日
本
の
銀

行
数
は
ず
ば
抜
け
て
多
く
、
一
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ

た
り
一
二
四
行
で
す
。
日
本
よ
り
も
ず
っ
と
可
住
地
面
積

の
広
い
ア
メ
リ
カ
が
わ
ず
か
一
八
行
で
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
日
本
は
狭
い
範
囲
に
銀
行
が
ひ
し
め
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　

三
つ
目
の
指
標
は
、
人
口
あ
た
り
支
店
数
で
す
。

　

人
口
一
万
人
あ
た
り
支
店
数
が
一
番
多
い
の
は
フ
ラ
ン

ス
の
五
・
三
で
、
イ
タ
リ
ア
が
四
・
一
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
旅
行
さ
れ
た
方
は
何
と
な
く
わ
か
る
と
思
い
ま
す

が
、
イ
タ
リ
ア
や
ド
イ
ツ
な
ど
大
陸
の
国
で
は
、
街
を
歩

く
と
銀
行
の
支
店
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
民
間
の
銀
行
だ

け
で
な
く
、
ポ
ス
ト
銀
行
（
日
本
で
言
う
と
こ
ろ
の
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
）
が
多
い
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
他
方
、
日
本
は
四
・
二
で
す
の
で
、
人
口
あ
た

り
の
支
店
数
を
見
て
も
、
日
本
は
比
較
的
多
い
と
い
う
こ

と
を
ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

同
様
に
こ
れ
を
可
住
地
面
積
あ
た
り
で
見
て
み
る
と
、

や
は
り
日
本
は
ず
ば
抜
け
て
多
く
、
一
万
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
あ
た
り
支
店
数
は
五
〇
八
〇
店
で
す
。
そ
れ
に
対
し

て
、
ア
メ
リ
カ
は
わ
ず
か
一
六
六
店
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

四
つ
目
の
指
標
は
、
人
口
あ
た
り
Ａ
Ｔ
Ｍ
台
数
で
す
。

　

Ｂ
Ｉ
Ｓ
の
デ
ー
タ
に
は
コ
ン
ビ
ニ
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
含
ま
れ

て
い
な
い
た
め
、
私
の
ほ
う
で
加
え
て
計
算
し
た
結
果
が

こ
の
グ
ラ
フ
で
す
（
図
表
４
）。
こ
れ
も
日
本
は
ず
ば
抜
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け
て
多
く
、
人
口
一
〇
〇
〇
人
あ
た
り
一
・
六
台
で
す
。

一
方
、
今
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
が
最
も
進
ん
で
い
る
と
言
わ

れ
る
国
の
一
つ
で
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
モ
バ
イ
ル
決

済
ア
プ
リ
「Sw

ish

」
が
普
及
し
、
現
金
お
断
り
の
店
が

増
え
て
い
る
た
め
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
台
数
は
非
常
に
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
、
二
〇
二
〇
年
現
在
、
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
が
二
万
五
六
七
六
、
ロ
ー
ソ
ン
が
一
万
三
三
六

七
、
全
部
積
み
上
げ
る
と
約
六
万
台
で
す
。
民
間
銀
行

は
、
自
前
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
減
ら
し
て
コ
ン
ビ
ニ
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
委

託
す
る
動
き
を
強
め
て
い
ま
す
し
、PayPay

や
楽
天
ペ

イ
な
ど
の
コ
ー
ド
支
払
い
の
現
金
チ
ャ
ー
ジ
は
、
全
部
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
コ
ン
ビ
ニ
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
か
な
り
頼
り
に

し
て
い
る
面
が
あ
る
た
め
、
基
本
的
に
は
当
分
減
ら
な
い

だ
ろ
う
と
私
は
見
て
い
ま
す
。

　

確
認
の
意
味
で
こ
ち
ら
も
可
住
地
面
積
一
万
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
あ
た
り
で
見
て
み
る
と
、
日
本
は
コ
ン
ビ
ニ
を

図表４�　人口千人あたりATM台数
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スウェーデン

 イギリス 

日本（銀行等＋コンビニ）

ドイツ

イギリス

フランス

日本

イタリアオランダ

〔出所〕�　BIS データから作成。
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含
め
て
一
万
八
〇
〇
〇
台
強
で
す
か
ら
、
海
外
と
比
べ
て

明
ら
か
に
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
ド
イ
ツ
で
は
、
そ
も
そ
も
コ
ン
ビ
ニ
と
い
う

業
態
自
体
が
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
二
〇
一
六
年
に
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
大
学
で
お
世
話
に
な
っ
た
と
き
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

は
、
駅
の
キ
オ
ス
ク
で
一
〇
〇
円
ぐ
ら
い
の
デ
ポ
ジ
ッ
ト

を
払
っ
て
買
い
、
一
日
使
っ
て
、
ま
た
帰
り
に
駅
の
キ
オ

ス
ク
に
返
し
て
デ
ポ
ジ
ッ
ト
を
戻
し
て
も
ら
う
、
こ
れ
が

普
通
で
し
た
。
環
境
面
か
ら
厳
格
に
規
制
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
す
。

　

五
つ
目
の
指
標
は
、
Ｒ
Ｏ
Ａ
（
総
資
産
利
益
率
）
で

す
。

　

こ
の
表
は
、
金
融
専
門
誌
『
ザ
・
バ
ン
カ
ー
』
か
ら
作

成
し
た
世
界
の
大
手
銀
行
の
財
務
指
標
で
す
（
図
表
５
）。

中
国
の
大
手
銀
行
は
お
お
む
ね
一
％
弱
、
ア
メ
リ
カ
の
投

資
銀
行
も
、
業
績
の
波
（
変
動
）
は
激
し
い
と
思
い
ま
す

が
、
例
え
ば
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
は
〇
・
八
二
％

図表５　世界の大手銀行の財務指標
（100万ドル、％）

ランク   国籍 自己資本額 総資産 税前利益 ROE ROA 経費比率a 経費比率b 
1 中国工商銀行（ICBC） 中国 439,938 5,106,441 60,050 11.06 0.95 26.39 26.78 
2 中国建設銀行 中国 361,641 4,308,155 51,549 11.58 0.97 26.65 24.75 
3 中国農業銀行 中国 336,180 4,166,163 40,590 9.86 0.8 32.63 32.79 
4 中国銀行 中国 305,149 3,737,008 37,730 10.29 0.84 32.14 32.32 
5 JPモルガン・チェース アメリカ 234,844 3,386,071 35,398 12.4 0.86 56.89 58.07 
6 バンク・オブ・アメリカ アメリカ 200,096 2,819,627 18,991 8.94 0.63 59.75 57.96 
7 シティグループ アメリカ 167,427 2,260,330 14,002 6.81 0.5 56.63 57.63 
8 香港上海銀行（HSBC） イギリス 160,173 2,984,164 8,777 3.81 0.2 54.41 58.3 
9 ウエルズ・ファーゴ アメリカ 158,196 1,955,163 581 2.27 0.18 69.66 64.15 

10 三菱UFJ・FG 日本 144,379 3,247,277 9,413 5.36 0.24 68.74 67.98 
16 住友三井FG 日本 101,168 2,191,367 6,073 4.61 0.21 63.73 60.53 
20 ゴールドマン・サックス アメリカ 92,730 1,163,040 12,564 10.29 0.82 67.46 63.66 
21 モルガン・スタンレー アメリカ 88,079 1,115,862 14,418 12.69 1 71.89 71.21 
22 みずほFG 日本 87,642 2,037,816 5,891 4.92 0.21 63.66 70.48 

574 セブン銀行 日本 1,813 10,814 322 12.83 2.15 61.19 61.88 
628 楽天銀行 日本 1,559 58,598 246 10.93 0.29 53.86 48.21 

経費比率＝一般的管理経費（人件費、販売・IT費用）÷営業所得 

（注）�　自己資本は、国際決済銀行（BIS）の Tier1であり、普通株、準備金、留保金等で、優先株等
を含まない。ROE の分母の Tier1である。経費比率 a は、2020年、同 b は2019年。ランクは
Tier1額による。

〔出所〕�　The Banker, July 2021から作成。
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で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
日
本
の
メ
ガ
バ
ン
ク
は
〇
・
二
％

台
で
す
か
ら
、
基
本
的
に
日
本
の
銀
行
の
Ｒ
Ｏ
Ａ
は
低
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
Ｒ
Ｏ
Ａ
は
売
上
高

利
益
率
と
総
資
産
回
転
率
の
二
つ
が
主
な
要
因
に
な
り
ま

す
の
で
、
Ｒ
Ｏ
Ａ
が
低
い
と
い
う
こ
と
は
売
上
高
利
益
率

が
低
い
、
簡
単
に
言
え
ば
経
費
率
が
高
い
こ
と
を
意
味
し

ま
す
。
中
国
の
大
手
銀
行
が
三
〇
％
を
切
っ
て
い
る
の
に

対
し
、
日
本
の
銀
行
は
七
〇
％
弱
と
い
う
こ
と
で
、
経
費

率
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ニ
ッ
キ
ン
レ
ポ
ー
ト
か
ら
作
成
し
た
日
本
の
銀
行
の
営

業
経
費
構
成
を
見
る
と
、
人
件
費
（
給
料
・
手
当
、
退
職

給
付
費
用
、
福
利
厚
生
）
の
合
計
は
一
兆
四
二
九
七
億
円

（
四
四
・
五
％
）
と
い
う
こ
と
で
、
人
件
費
が
経
費
の
主

要
項
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
銀
行
の
人
件
費
が
大
き
い
要
因
と
し
て
、
給
与

水
準
が
高
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
よ
り
も
職
員
数
が
多
い
こ
と
が
き
い
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
の
が
私
の
見
方
で
す
。
ド
イ
ツ
や
ア
メ
リ

カ
と
い
っ
た
主
要
国
の
金
融
機
関
の
職
員
数
は
あ
ま
り
公

表
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
独
ブ
ン
デ
ス
バ
ン
ク
の
マ
ン
ス

リ
ー
レ
ポ
ー
ト
と
全
銀
協
の
出
し
て
い
る
数
字
で
計
算
し

て
み
た
と
こ
ろ
、
ド
イ
ツ
の
商
業
銀
行
二
七
〇
行
の
平
均

職
員
数
は
一
行
あ
た
り
五
六
二
人
で
、
こ
の
中
に
は
、
日

本
の
メ
ガ
バ
ン
ク
に
相
当
す
る
ド
イ
チ
ェ
バ
ン
ク
な
ど
四

つ
の
大
銀
行
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
他
方
、
日
本
の
全
国

銀
行
の
平
均
職
員
数
は
一
行
あ
た
り
三
二
三
〇
人
で
、
ド

イ
ツ
の
約
六
倍
で
す
。
日
本
の
銀
行
の
職
員
数
が
い
か
に

多
い
か
、
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　

実
は
、
こ
れ
に
は
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
ま
す
。

公
金
収
納
に
関
し
、
固
定
資
産
税
と
自
動
車
税
の
収
納
と

も
約
四
〇
％
が
金
融
機
関
窓
口
収
納
で
、
コ
ン
ビ
ニ
が
、

固
定
資
産
税
で
一
八
％
、
自
動
車
税
で
三
九
％
で
す
。
銀

行
は
対
面
で
公
金
収
納
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
地
方
自
治
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法
は
現
在
で
も
書
面
主
義
・
現
金
主
義
を
う
た
っ
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
銀
行
は
ど
う
し
て
も
人
海
戦
術
で
処

理
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

さ
ら
に
、
従
来
は
、
地
方
公
共
団
体
別
・
税
目
別
に
納

付
書
の
仕
様
が
異
な
り
、
バ
ー
コ
ー
ド
も
地
方
公
共
団
体

ご
と
に
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
た
め
、
最
終
的
に
は
銀
行
が
手

作
業
で
行
い
、
し
か
も
、
指
定
金
融
機
関
制
度
の
下
、
無

償
で
や
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
コ
ス
ト
負
担

額
は
五
三
〇
億
円
規
模
に
上
り
ま
す
。

　

六
つ
目
の
指
標
は
、
従
業
員
一
人
あ
た
り
の
資
産
額
で

す
。
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
の
数
字
に
な
り
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
大

手
銀
行
は
約
一
五
億
円
、
こ
れ
に
対
し
て
日
本
の
都
市
銀

行
は
約
八
一
億
円
と
い
う
こ
と
で
、
五
・
四
倍
で
す
。
全

銀
行
の
平
均
で
比
較
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
は
約
一
三
億

円
、
日
本
は
約
四
七
億
円
と
い
う
こ
と
で
、
四
倍
近
い
規

模
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

時
間
の
関
係
も
あ
る
の
で
省
略
し
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で

の
話
を
ま
と
め
る
と
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
と
オ
ー
バ
ー

バ
ン
キ
ン
グ
は
表
裏
一
体
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

五
、
コ
ー
ド
決
済
の
現
状
と
課
題

　

次
に
、「
コ
ー
ド
決
済
の
現
状
と
課
題
」
で
す
。

　

コ
ー
ド
決
済
の
取
引
高
は
、
公
正
取
引
委
員
会
の
予
測

で
も
、
今
後
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
き
、
二
〇
二
五

年
に
は
倍
増
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

最
初
に
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
銀
行
系
の
コ
ー
ド
決
済

の
シ
ェ
ア
は
わ
ず
か
で
、
ユ
ー
ザ
ー
数
は
た
し
か
数
十
万

人
程
度
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
ノ
ン
バ
ン
ク
系
は
非
常
に

大
き
な
シ
ェ
ア
を
持
っ
て
お
り
、
ユ
ー
ザ
ー
数
は
数
千
万

人
で
、
そ
の
内
訳
は
、PayPay

が
五
五
％
、
楽
天
ペ
イ

が
一
六
％
、
ｄ
払
い
が
一
一
％
、LIN

E Pay

が
九
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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コ
ー
ド
決
済
の
チ
ャ
ー
ジ
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
接
続
に
関
し
て

は
、
公
取
委
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
更
新
系
Ａ
Ｐ
Ｉ
、
つ

ま
り
決
済
が
で
き
る
Ａ
Ｐ
Ｉ
接
続
を
し
て
い
る
と
答
え
た

銀
行
は
、
二
〇
二
〇
年
現
在
、
一
二
九
銀
行
の
う
ち
二
行

し
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

同
じ
く
公
取
委
の
報
告
書
に
よ
る
と
、「
ノ
ン
バ
ン
ク

の
コ
ー
ド
決
済
事
業
者
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に
対
し
て
給
与
の

支
払
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、
自
身
が
利
用
す
る

コ
ー
ド
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に
賃
金
の
一
部
を

振
り
込
む
こ
と
を
検
討
す
る
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し

て
、
四
〇
〇
〇
人
中
一
五
九
四
人
（
三
九
・
九
％
）
の
方

が
「
検
討
す
る
」
と
答
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
証
券
界

で
も
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
と
い
っ
た
問
題
が
あ
る
の
で
、

こ
れ
は
か
な
り
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
気
が
し
て
お
り
ま
す
。

六�

、
決
済
・
銀
行
業
・
証
券
業
の
統
合

と
融
合

　

次
に
、「
決
済
・
銀
行
業
・
証
券
業
の
統
合
と
融
合
」

で
す
。
グ
ル
ー
プ
と
し
て
決
済
・
銀
行
業
・
証
券
業
を
統

合
し
た
企
業
、
こ
れ
が
今
後
一
つ
の
大
き
な
流
れ
に
な
っ

て
い
く
だ
ろ
う
と
見
て
お
り
ま
す
。

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
接
続
の
問
題
は
、
簡
単
に
言
う
と
、
銀
行
と

コ
ー
ド
決
済
事
業
者
の
コ
ス
ト
の
問
題
で
す
か
ら
、
グ

ル
ー
プ
と
し
て
な
ら
解
決
し
や
す
く
、
利
用
者
の
負
担
も

総
合
的
、
ほ
か
の
こ
と
と
セ
ッ
ト
で
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
倉
義
明
先
生
の
研
究
で
は
、
銀
行
の
合
従
連

衡
で
は
プ
ラ
ス
効
果
は
生
ま
れ
に
く
い
、
要
す
る
に
、
地

方
銀
行
同
士
が
合
併
し
て
も
、
コ
ス
ト
が
削
減
さ
れ
る
面

は
確
か
に
あ
る
も
の
の
、
収
益
も
縮
小
す
る
た
め
、
経
費
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率
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

私
も
そ
れ
は
正
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
、「
規

模
の
経
済
」
で
は
な
く
「
範
囲
の
経
済
」
で
、
銀
行
業
と

証
券
業
の
相
乗
効
果
の
ほ
う
が
大
き
い
と
考
え
ま
す
し
、

ア
メ
リ
カ
で
は
商
業
銀
行
と
投
資
銀
行
が
ほ
ぼ
同
質
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
注
目
さ
れ
る
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

楽
天
銀
行
と
住
信
Ｓ
Ｂ
Ｉ
ネ
ッ
ト
銀
行
の
口
座
数
・
預

金
残
高
は
、
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
楽
天
証
券
と
Ｓ
Ｂ
Ｉ
証
券
の
口
座
数
・
預
か
り

資
産
も
急
成
長
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
増
え
て
い
る
の
か
。
大
き
な
要
因
と
し

て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
Ｓ
Ｂ
Ｉ
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
預
金

で
、
楽
天
は
マ
ネ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
で
、
銀
行
預
金
か
ら
証
券

口
座
に
自
動
振
替
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
部
分

で
更
新
系
Ａ
Ｐ
Ｉ
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
私

は
見
て
お
り
ま
す
。

　

Ｓ
Ｂ
Ｉ
は
地
銀
と
の
提
携
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｂ

Ｉ
の
決
算
説
明
会
資
料
に
よ
る
と
、
大
東
銀
行
（
福
島
）

に
一
九
・
三
七
％
、
百
十
四
銀
行
（
香
川
）
に
一
・
八

四
％
、
新
生
銀
行
に
四
七
・
七
七
％
の
出
資
を
し
て
お

り
、
今
後
、
展
開
次
第
で
は
か
な
り
大
き
な
流
れ
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
メ
ガ
バ
ン
ク
等
に

よ
る
地
域
銀
行
の
株
式
保
有
も
静
か
に
進
ん
で
い
ま
す
。

例
え
ば
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
は
、
一
七
の
銀
行
の
株
式
を
二
～

三
％
保
有
し
て
い
ま
す
。

七�

、
地
銀
等
の
シ
ス
テ
ム
・
ク
ラ
ウ
ド

化
と
関
連
し
た
課
題

　

次
に
、「
地
銀
等
の
シ
ス
テ
ム
・
ク
ラ
ウ
ド
化
と
関
連

し
た
課
題
」
で
す
。

　

地
銀
が
統
合
す
る
場
合
、
シ
ス
テ
ム
の
問
題
が
か
な
り
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大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ア
ン
ブ
レ

ラ
方
式
で
経
営
統
合
し
た
地
銀
の
ベ
ン
ダ
ー
と
共
同
シ
ス

テ
ム
を
見
て
み
る
と
、
全
て
同
じ
で
す
。
統
合
し
た
か

ら
、
同
一
ベ
ン
ダ
ー
、
同
一
シ
ス
テ
ム
に
し
た
の
で
は
な

く
、
も
と
も
と
同
じ
だ
っ
た
か
ら
グ
ル
ー
プ
統
合
し
や
す

か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

地
銀
シ
ス
テ
ム
共
同
化
の
現
状
と
方
向
性
で
す
が
、
現

在
の
問
題
点
と
し
て
は
、
ベ
ン
ダ
ー
ロ
ッ
ク
イ
ン
、
つ
ま

り
Ｉ
Ｂ
Ｍ
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
と
い
っ
た
ベ
ン
ダ
ー
が
固
定

化
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、
新
技
術
適
用
の
遅
れ

や
、
銀
行
内
の
Ｉ
Ｔ
人
材
枯
渇
・
ノ
ウ
ハ
ウ
不
足
が
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
方
向
性
と
し
て
は
、
ま
ず
オ
ー
プ
ン
化
・
ク
ラ

ウ
ド
化
で
す
。
そ
し
て
、
大
手
地
方
銀
行
の
現
頭
取
が

「
地
銀
の
勘
定
系
シ
ス
テ
ム
は
一
つ
に
し
て
し
ま
っ
て
も

い
い
の
で
は
な
い
か
」
と
発
言
し
て
お
ら
れ
る
の
を
最
近

あ
る
雑
誌
で
読
み
ま
し
た
が
、
勘
定
系
の
ス
リ
ム
化
と
い

う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
内
製
力
の
強
化

と
い
う
こ
と
で
、
外
注
で
は
な
く
内
部
で
つ
く
る
と
い
う

方
向
に
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
ク
ラ
ウ
ド
化

の
流
れ
は
、
銀
行
業
界
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
界

で
進
ん
で
お
り
、
最
近
で
は
、
富
士
通
が
従
来
型
の
メ
イ

ン
フ
レ
ー
ム
事
業
か
ら
撤
退
す
る
と
い
う
こ
と
が
ニ
ュ
ー

ス
と
し
て
あ
り
ま
し
た
。

　

地
銀
シ
ス
テ
ム
改
革
の
動
向
と
い
う
こ
と
で
、
主
立
っ

た
も
の
で
は
、
例
え
ば
ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ

ル
ー
プ
は
、
デ
ジ
タ
ル
バ
ン
ク
（
ス
マ
ホ
銀
行
）
の
み
ん

な
の
銀
行
を
グ
ー
グ
ル
の
ク
ラ
ウ
ド
で
稼
働
。
東
京
き
ら

ぼ
し
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
は
、
Ｓ
Ｂ
Ｊ
銀
行

（Shinhan Bank Japan

）
の
勘
定
系
シ
ス
テ
ム
「A

iT
H

-

ER

（
ア
イ
テ
ル
）」
を
導
入
し
、
デ
ジ
タ
ル
バ
ン
ク
の
Ｕ

Ｉ
銀
行
を
開
業
。
モ
バ
イ
ル
ア
プ
リ
等
は
Ａ
Ｗ
Ｓ

（A
m

azon W
eb Services

）
で
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　

従
来
、
地
銀
の
シ
ス
テ
ム
関
係
の
コ
ス
ト
は
、
人
件
費
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も
含
め
て
年
間
五
〇
億
円
程
度
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
ク
ラ
ウ
ド
化
す
る
こ
と
で
一
〇
億
円
程
度
ま
で
削
減

で
き
る
よ
う
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
は
や
は
り
こ
う

い
っ
た
流
れ
に
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
の
銀
行
と
み
ん

な
の
銀
行
を
比
べ
て
み
る
と
、
み
ん
な
の
銀
行
に
は
店
舗

は
な
く
、
モ
バ
イ
ル
の
み
で
、
グ
ー
グ
ル
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

ク
ラ
ウ
ド
で
あ
るGoogle Cloud

を
使
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｕ
Ｉ
銀
行
の
勘
定
系
シ
ス
テ
ム
は
Ｓ
Ｂ
Ｊ
銀
行
か
ら
採

用
し
て
い
ま
す
が
、
Ｓ
Ｂ
Ｊ
の
経
費
率
（
Ｏ
Ｈ
Ｒ
）
は
三

五
・
七
八
％
で
す
。
地
銀
の
平
均
が
五
五
～
六
〇
％
で
あ

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
驚
異
的
に
低
い
水
準
と
言

え
ま
す
。

　

二
～
三
年
前
、
地
銀
を
中
心
と
し
て
、
銀
行
の
外
国
人

持
株
比
率
が
高
い
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

全
体
的
に
は
少
し
下
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
コ

ン
コ
ル
デ
ィ
ア
・
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
は
現
在
で

も
三
〇
％
を
超
え
て
い
ま
す
し
、
京
都
銀
行
や
お
き
な
わ

フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
は
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
地
銀
が
株
式
の
益
出
し
を
し
て
配
当

原
資
を
確
保
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
が

あ
っ
た
の
で
、
少
し
拾
っ
て
み
た
の
で
す
が
、
確
か
に
株

式
等
関
係
損
益
を
計
上
し
て
い
る
地
銀
は
少
な
く
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
実
際
そ
う
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
に
関
連
す
る
こ
と
と
し
て
、
日
経
新
聞
が
二
〇
一

九
年
五
月
に
「
東
証
改
革
『
降
格
地
銀
』」
と
い
う
記
事

を
出
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
、
プ
ラ
イ
ム
市
場

は
時
価
総
額
五
〇
〇
億
円
以
上
と
言
わ
れ
、
そ
の
半
分
で

二
五
〇
億
円
未
満
の
と
こ
ろ
が
報
道
の
対
象
に
な
っ
た
わ

け
で
す
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
見
て
み
た
と
こ
ろ
、

時
価
総
額
が
増
え
た
銀
行
は
一
八
行
中
三
行
し
か
な
く
、

一
五
行
は
減
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
プ
ラ
イ
ム
か
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
だ
け
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
全
体
的
に
時
価
総
額
が
減
っ
て
い
る
と
い
う
の
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は
、
上
場
企
業
と
し
て
は
か
な
り
深
刻
な
問
題
で
す
。
や

は
り
何
ら
か
の
対
応
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

八
、
証
券
業
の
デ
ジ
タ
ル
化

　

次
に
、「
証
券
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
」
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
証
券
業
と
い
う
こ
と
で
、

大
阪
研
究
所
時
代
の
上
司
で
あ
っ
た
二
上
季
代
司
先
生
の

最
近
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら
ま
と
め
て
み
た
の
が
こ
の
表
で
す

（
図
表
６
）。
ス
マ
ホ
証
券
、
株
式
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
、
Ｓ
Ｔ
Ｏ
（Security T

oken O
ffering

）、

こ
の
三
つ
が
今
大
き
な
流
れ
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　

現
在
、
ス
マ
ホ
証
券
の
多
く
に
は
ラ
ッ
プ
ア
カ
ウ
ン
ト

の
ロ
ボ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
運
用
が
あ
り
、
こ
れ
が
二
年
で
約

三
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
議
論
は
あ
る
よ
う
で

図表６�　デジタル技術を活用した証券業

社名 協会加入年月 業務 株主等 
お金のデザイン 2015年12月 スマホ証券 2021年9月協会脱退 
Pay Pay証券  2016年1月 スマホ証券 ソフトバンク49.94％、みずほ証券49％ 
ウエルスナビ 2016年1月 スマホ証券 2020年12月東証マザース上場 
FOLIO 2017年4月 スマホ証券 2021年8月SBIフィナンシャルSが子会社化 
スマートプラス 2018年2月 スマホ証券（SMART取引） Finatex85%,大和証券G15％ 
SBIプライム証券 2018年4月 ダークプール運営とSOR SBI証券100％ 
tsumiki証券 2018年8月 スマホ証券（投信積立） 丸井グループ100％ 
SBIネオモバイル証券 2019年4月 スマホ証券 SBIグループ78.9％、三井住友FG20％ 
LINE証券 2019年7月 スマホ証券 LINE51％、野村HD49％ 
Connect 2020年5月 スマホ証券 大和グループ100％ 
Siiibo証券 2021年3月 スマホ証券   
Alpaca Japan 2021年5月 IFA経由でAI市場予測 SBI Ventures Two 34% 
三井物産デジタルAM 2021年10月 デジタル技術で資産運用 三井物産53%、LayerX36%,SMBC日興5%等 
Cheer証券 2021年12月 スマホ証券 東海東京FG100％ 
ファンディーノ 2021年12月 株式型CF 特定会員から一般会員へ 
CAMPFIRE Startups 2017年9月 株式型CF CAMPFIRE54.5％ 
ユニコーン 2019年2月 株式型CF ZUU60.35％ 
エンジェルナビ 2019年7月 株式型CF SBIFSからインベストメントテクノロジーへ 
イークラウド 2020年4月 株式型CF Xtech58.14%,Fintertech(大和系G）41.86％ 

〔出所〕�　二上季代司「デジタル技術の活用と証券ビジネスの新奇性」、『証研レポート』、No.1731, 
2022年４月から作成。
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す
が
、
こ
の
数
字
は
注
目
さ
れ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｂ
Ｉ
証
券
は
国
内
初
の
Ｓ
Ｔ
Ｏ
（
社
債
）
を

二
〇
二
一
年
に
発
行
し
て
い
ま
し
て
、
今
後
が
注
目
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

九�

、
米
ビ
ッ
ク
テ
ッ
ク
と
金
融
の

一
体
化

　

最
後
に
、「
米
ビ
ッ
グ
テ
ッ
ク
と
金
融
の
一
体
化
」
で

す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｍ
と
言
わ
れ
る
よ
う
な

ビ
ッ
グ
テ
ッ
ク
と
伝
統
的
な
商
業
銀
行
・
投
資
銀
行
が
一

体
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
ア
マ
ゾ
ン
は
、
銀
行
免

許
は
取
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ア
マ
ゾ
ン
の
サ
イ
ト
か
ら
決

済
関
連
業
務
に
か
な
り
誘
導
し
て
い
ま
す
。
二
〇
一
七
年

に
は
Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
・
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
・
ア
マ
ゾ
ン
連
合
が
形

成
さ
れ
、
既
に
二
〇
一
一
年
に
は
ア
マ
ゾ
ン
レ
ン
デ
ィ
ン

グ
（
貸
付
業
務
）
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

ア
マ
ゾ
ン
同
様
、
金
融
機
関
化
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
の
が
ア
ッ
プ
ル
で
す
。
ア
ッ
プ
ル
は
、
二
〇
一
四
年

にA
pple Pay

で
モ
バ
イ
ル
決
済
を
開
始
、
カ
ー
ド
で

銀
行
口
座
と
連
携
し
、
二
〇
一
九
年
に
は
ゴ
ー
ル
ド
マ

ン
・
サ
ッ
ク
ス
、
マ
ス
タ
ー
カ
ー
ド
と
提
携
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
は
伝
統
的
な
投

資
銀
行
で
す
が
、
二
〇
一
六
年
か
ら
個
人
向
け
の
モ
バ
イ

ル
銀
行
マ
ー
カ
ス
を
開
始
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
リ

テ
ー
ル
業
務
、
商
業
銀
行
業
務
を
ほ
ぼ
手
が
け
て
い
る
と

言
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

証
券
経
済
学
会
代
表
理
事
の
掛
下
達
郎
先
生
は
『
証
券

経
済
研
究
』
の
論
文
の
最
後
で
、「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

製
造
業
の
金
融
機
関
化
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
ビ
ッ
グ

テ
ッ
ク
の
金
融
機
関
化
が
始
ま
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な

い
か
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。
各
国
政
府
が
こ
う
い
っ
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た
ビ
ッ
グ
テ
ッ
ク
の
寡
占
化
を
問
題
視
し
て
規
制
を
か
け

よ
う
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
一
筋
縄
で
は
進
ま
な
い
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
方
向
性

と
し
て
は
、
ビ
ッ
グ
テ
ッ
ク
と
伝
統
的
商
業
銀
行
・
投
資

銀
行
の
一
体
化
が
進
ん
で
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

最
後
は
駆
け
足
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
私
の
話

は
以
上
で
す
。（
拍
手
）

○
増
井
理
事
長　

デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
非
常
に
わ
か
り

や
す
く
御
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
質
疑
応
答
に
移
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
御

意
見
、
御
質
問
等
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

○
質
問
者
Ａ　

二
点
お
聞
き
し
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
つ
い
て
で
す
。
日

本
で
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
普
及
に
遅
れ
が
あ
っ
た
と

い
う
お
話
の
一
方
で
、
現
状
で
は
保
有
が
多
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
結
局
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
普
及
は
進
ん
で
い
る
と
い
う
御
認
識
な

の
か
、
そ
こ
ま
で
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
御
認
識
な
の

か
。
ま
た
、
何
と
対
比
し
て
進
ん
で
い
て
、
ど
う
い
う
文

脈
で
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
か
。
改
め
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

二
つ
目
は
、
全
体
的
な
論
点
と
し
て
、
日
本
で
は
現
金

の
取
り
扱
い
に
非
常
に
コ
ス
ト
を
か
け
て
い
て
、
と
て
も

便
利
に
な
り
、
そ
こ
が
進
み
切
っ
て
し
ま
っ
た
が
ゆ
え

に
、
も
う
一
歩
先
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
な
い
と
い

う
お
話
な
の
か
な
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
先
生
は
今
後
ど

う
な
っ
て
い
く
べ
き
と
お
考
え
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

○
代
田　

先
に
二
点
目
の
ほ
う
か
ら
お
答
え
し
ま
す
。
要

す
る
に
、
日
本
で
は
現
金
中
心
の
決
済
に
な
っ
て
い
て
、

そ
れ
が
デ
ジ
タ
ル
化
を
遅
ら
せ
て
い
る
と
い
う
趣
旨
な
の

か
、
そ
う
い
う
御
質
問
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
ま
さ

し
く
そ
の
と
お
り
で
す
。
日
本
人
は
現
金
が
好
き
な
国
民
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性
で
あ
り
、
現
在
で
も
現
金
に
対
す
る
信
頼
度
が
厚
い
と

い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

追
加
で
お
話
し
す
る
と
、
御
存
じ
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
だ
け
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
が
言

わ
れ
て
い
て
も
、
こ
こ
一
～
二
年
、
日
銀
券
の
発
行
残
高

は
か
な
り
増
え
て
い
ま
す
。
な
ぜ
か
。
基
本
的
な
こ
と
な

の
で
授
業
で
も
扱
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
一
つ
に
は
、
タ

ン
ス
預
金
が
増
え
て
い
る
と
い
う
説
明
を
し
て
い
ま
す
。

仮
説
の
域
を
出
ま
せ
ん
が
、
相
続
税
対
策
で
、
銀
行
預
金

を
引
っ
張
り
出
し
て
タ
ン
ス
預
金
に
し
て
い
る
こ
と
が
影

響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
日

本
の
お
札
は
き
れ
い
で
、
偽
札
が
少
な
い
こ
と
も
、
日
本

人
が
現
金
を
好
み
、
信
頼
す
る
理
由
の
一
つ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
結
果
、
今
ま
で
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
、
デ

ジ
タ
ル
化
の
方
に
行
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
金
融
に
限
ら
ず
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
考
え
る
場
合

に
、
日
本
で
は
電
力
供
給
の
不
安
定
さ
と
い
う
問
題
が
ど

う
し
て
も
残
り
ま
す
。
今
は
ロ
シ
ア
の
問
題
も
あ
り
ま
す

し
、
し
か
も
日
本
は
地
震
国
で
す
か
ら
、
電
力
が
不
足
し

て
万
が
一
ス
マ
ホ
が
充
電
で
き
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
す
る

の
か
。
そ
う
考
え
る
と
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
ば
か
り

で
い
い
の
か
と
い
う
気
も
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
今
後

の
方
向
性
と
し
て
は
、
車
の
両
輪
と
い
う
と
こ
ろ
が
と
り

あ
え
ず
一
つ
の
目
標
で
、
当
面
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
支

払
い
と
現
金
支
払
い
を
半
々
ぐ
ら
い
に
持
っ
て
い
く
の
が

望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
一
点
目
の
御
質
問
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
普

及
状
況
を
ど
う
評
価
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ

れ
も
な
か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
確
か
に
日

本
で
は
普
及
開
始
が
遅
か
っ
た
一
方
で
、
今
は
約
三
億
枚

で
す
か
ら
、
そ
れ
な
り
の
普
及
度
だ
と
い
う
こ
と
は
こ
の

数
字
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
。
た
だ
、
決
済
額
で
見
る
と
、

日
本
が
約
七
〇
〇
〇
億
ド
ル
な
の
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
は
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約
四
兆
三
〇
〇
〇
億
ド
ル
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
人
口
は
日

本
の
三
倍
で
す
が
、
そ
こ
を
考
慮
し
て
も
、
や
は
り
ア
メ

リ
カ
の
決
済
額
は
非
常
に
大
き
い
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、

日
本
の
場
合
、
枚
数
と
し
て
は
そ
れ
な
り
に
普
及
が
進
ん

で
い
る
も
の
の
、
少
な
く
な
い
部
分
が
休
眠
カ
ー
ド
に

な
っ
て
い
て
、
現
実
に
は
使
わ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
い
ろ
ん
な
歴
史
的
背
景
が
あ
っ
て
、
日
本
で
は

分
割
払
い
や
リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
払
い
が
ほ
と
ん
ど
な
く
一
括

払
い
、
し
か
も
、
使
っ
て
か
ら
引
き
落
と
し
ま
で
の
時
間

が
大
体
一
カ
月
と
非
常
に
短
い
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
実
質
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
で
言
う
と
、
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
も
し
く
は
海
外
で
言

う
と
こ
ろ
のD

elayed debit card

（
後
払
い
デ
ビ
ッ
ト

カ
ー
ド
）
に
近
い
。
そ
う
い
う
点
か
ら
見
て
も
、
ま
だ
道

半
ば
と
い
う
の
が
日
本
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
現
状
評

価
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

○
質
問
者
Ｂ　

幾
つ
か
コ
メ
ン
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

日
本
で
は
銀
行
口
座
自
動
振
替
が
圧
倒
的
に
多
く
、
こ

れ
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
な
わ
け
で
す
が
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
の
比
較
の
中
で
こ
の
部
分
が
入
っ
て
い
な
い
の
は
、
バ

ラ
ン
ス
を
欠
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
一

つ
。

　

ま
た
、
銀
行
の
い
ろ
ん
な
比
較
が
あ
り
ま
し
た
が
、
例

え
ば
職
員
数
の
多
い
と
い
う
中
に
は
、
信
金
や
第
二
地
銀

で
は
、
昔
の
無
尽
の
影
響
で
日
銭
を
集
め
て
い
る
職
員
が

い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
か
つ
て
は
、

預
金
量
が
あ
れ
ば
預
貸
率
は
一
〇
〇
％
を
超
え
て
い
ま
し

た
か
ら
、
預
金
獲
得
が
営
業
収
益
の
増
に
結
び
つ
い
た
わ

け
で
す
が
、
今
は
も
う
預
貸
率
が
七
〇
％
ぐ
ら
い
に
落
ち

て
い
ま
す
の
で
、
預
金
量
を
集
め
る
必
要
が
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
れ
ば
、
店
舗
を
減
ら
し
、
職
員
を
減
ら
す
と
い

う
傾
向
が
出
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
一
九
九
八
年
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以
降
の
状
況
で
す
か
ら
ま
だ
二
〇
年
ぐ
ら
い
の
こ
と
で
、

徐
々
に
そ
の
傾
向
は
強
く
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。

　

た
だ
、
銀
行
の
預
金
・
貸
出
と
い
う
の
は
も
う
コ
モ

デ
ィ
テ
ィ
な
ん
で
す
ね
。
ど
こ
に
行
っ
て
も
同
じ
商
品
を

扱
っ
て
い
る
わ
け
で
、
そ
こ
の
競
争
で
は
な
い
。
今
や
地

銀
等
は
、
お
客
様
の
企
業
価
値
向
上
の
た
め
に
ど
う
い
う

こ
と
を
し
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ
ん
な
ア

イ
デ
ア
を
出
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
、
手
数
料
で
稼
い

で
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
利
鞘
の
収
入
で
は
な
く
、
こ
れ
か

ら
は
手
数
料
へ
と
傾
向
が
変
わ
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と

で
、
職
員
数
は
あ
る
程
度
持
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
状
況
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
先
生
の
比
較
の
中
で
Ｒ
Ｏ
Ａ
が
あ
り
ま
し
た

が
、
規
制
金
利
の
国
と
自
由
金
利
の
国
で
違
い
ま
す
し
、

か
つ
金
利
水
準
が
全
く
違
う
の
で
、
そ
れ
を
一
緒
に
し
て

比
較
す
る
の
は
い
か
が
か
な
と
。
金
利
が
上
が
れ
ば
Ｒ
Ｏ

Ａ
も
上
が
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
く
Ｒ
Ｏ
Ａ
の
比
較
で
、
ア
メ
リ
カ
の
投
資
銀

行
と
の
比
較
は
、
商
品
が
違
い
ま
す
か
ら
、
議
論
に
な
ら

な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

○
代
田　

コ
メ
ン
ト
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
初
の
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
支
払
い
の
中
に
銀
行
口
座

の
引
き
落
と
し
が
入
っ
て
い
な
い
の
は
公
平
さ
を
欠
く
の

で
は
な
い
か
と
い
う
御
指
摘
は
、
私
も
全
く
同
感
で
す
。

た
だ
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
協
議
会
の
デ
ー
タ
を
見
て

も
、
そ
も
そ
も
銀
行
振
込
や
銀
行
預
金
口
座
引
き
落
と
し

の
部
分
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
し
、
小
切
手
も
入
っ
て
い
ま

せ
ん
。
と
こ
ろ
が
海
外
で
は
、
例
え
ば
Ｅ
Ｃ
Ｂ
な
ど
が

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
支
払
い
と
し
て
出
し
て
い
る
数
字
を
見

る
と
、「Credit T

ransfer

」
と
い
う
こ
と
で
銀
行
振
込

や
小
切
手
な
ど
が
全
部
入
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
全
銀
協
が
給
与
振
込
に
つ
い
て
計
算
し
た
資

料
を
見
て
み
た
と
こ
ろ
、
記
憶
が
曖
昧
な
の
で
後
ほ
ど
確
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認
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
た
し
か
五
〇
兆
円
ぐ

ら
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

推
進
協
議
会
が
出
し
て
い
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
の

数
字
を
全
部
積
み
上
げ
る
と
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
支
払
い

の
比
率
は
大
体
五
〇
％
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
本
当

は
こ
う
い
う
ふ
う
に
見
る
の
が
正
し
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
の
は
、
私
も
か
ね
て
か
ら
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
し
か
し
、
そ
れ
が
で
き
な
い
の
は
、
法
人
間
で
の
銀

行
振
込
と
個
人
の
銀
行
振
込
を
区
別
で
き
な
い
な
ど
、
何

か
し
ら
の
難
し
い
理
由
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
Ｒ
Ｏ
Ａ
の
問
題
で
す
が
、
投
資
銀
行
と
比
較
す

る
の
は
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
御
指
摘
は
、

そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
日
本
の
銀
行
の
場

合
、
同
じ
商
業
銀
行
系
で
Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
と
比
べ
て
も
総

資
産
の
規
模
が
大
き
い
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
思
い
ま

す
。
で
は
、
な
ぜ
日
本
の
商
業
銀
行
の
資
産
規
模
は
大
き

い
の
か
。
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
要
因
が
作
用
し
て
い
る

と
考
え
ま
す
。

　

一
つ
は
、
利
鞘
が
非
常
に
薄
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
も

ち
ろ
ん
前
提
と
し
て
貸
出
金
利
が
低
い
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
貸
出
金
利
が
低
く
て
利
鞘
が
薄
い
分
、
ど
う

し
て
も
量
の
拡
大
で
補
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
の
が
、
こ
こ
一
〇
～
二
〇
年
の
銀
行
行
動
の
一
つ
の

方
向
性
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
こ
れ
も
な
か
な
か
難
し
い
評
価
だ
と
思

い
ま
す
が
、
一
九
九
九
年
に
始
ま
っ
た
日
銀
の
ゼ
ロ
金
利

政
策
が
二
〇
年
以
上
続
い
て
い
る
こ
と
で
、
買
い
オ
ペ
で

売
っ
て
、
そ
の
分
を
当
座
預
金
に
積
み
上
げ
て
い
く
と
い

う
結
果
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
メ
ガ

バ
ン
ク
の
資
産
構
成
を
見
て
も
、
今
か
な
り
の
部
分
が
当

座
預
金
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
こ
う
い
っ
た
形

で
、
ど
う
し
て
も
総
資
産
の
規
模
が
大
き
く
な
る
よ
う
な

政
策
が
と
ら
れ
て
き
た
こ
と
の
帰
結
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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○
質
問
者
Ｂ　

参
考
ま
で
に
少
し
コ
メ
ン
ト
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
と
、
今
、
金
融
機
関
は
、
量
を
拡
大
す
る
と
い

う
こ
と
は
一
切
や
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
や
預
金
が
多
い
と

日
銀
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
と
ら
れ
る
時
代
で
す
か
ら
、
規
模

の
拡
大
で
収
益
を
上
げ
る
と
い
う
発
想
は
全
く
あ
り
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
、
預
金
獲
得
な
ん
て
い
う
の
は
、
平
成
以

降
の
銀
行
員
は
知
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
預
貸
率
が
六

〇
％
、
七
〇
％
と
い
う
銀
行
は
あ
り
ま
す
か
ら
、
預
貸
率

を
上
げ
よ
う
と
い
う
こ
と
は
や
り
ま
す
。
国
債
を
買
っ
て

も
金
利
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
何
と
か
貸
付
に
回
そ
う

と
い
う
動
き
は
あ
り
ま
す
が
、
銀
行
の
総
資
産
の
規
模
を

拡
大
す
る
と
い
う
こ
と
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

○
代
田　

預
貸
率
が
六
〇
％
、
七
〇
％
ど
こ
ろ
か
、
メ
ガ

バ
ン
ク
の
場
合
は
今
た
し
か
四
〇
％
ぐ
ら
い
ま
で
下
が
っ

て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
預
金
を
増
や
そ

う
と
い
う
行
動
は
全
く
と
っ
て
い
な
い
、
こ
れ
は
お
っ

し
ゃ
る
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
信
用
保
証
が
つ
く
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
貸
出
残
高
が

伸
び
た
面
も
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
で
少
し
影
響
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
は
し
て
お
り
ま
す
。

○
増
井
理
事
長　

時
間
も
大
分
オ
ー
バ
ー
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
こ
の
あ
た
り
で
「
資
本
市
場
を
考
え
る
会
」
を
終

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
は
、
金
融
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
現
状
、
そ
し
て

将
来
の
見
通
し
も
含
め
て
お
話
し
く
だ
さ
り
、
代
田
先

生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

�

（
し
ろ
た　

じ
ゅ
ん
・
駒
澤
大
学
経
済
学
部
教
授
）

�

（
本
稿
は
、
令
和
四
年
五
月
一
〇
日
に
開
催
し
た
講
演
会
で
の
要

旨
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
り
、
文
責
は
当
研
究
所
に
あ
る
。

）
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　　代　田　　　純　氏

略　　歴

駒澤大学経済学部教授

1989年　中央大学大学院博士課程満期在籍中退
1991年　日本証券経済研究所大阪研究所研究員
1993年　ロンドン・スクール・オブ・エコノミクス　アカデミック・ビジター
1994年　立命館大学国際関係学部助教授
1997年　ミュンヘン大学日本センター客員教授
1997年　大阪市立大学より博士（商学）　
2000年　立命館大学国際関係学部教授
2001年　日本証券経済研究所客員研究員（現在に至る）
2002年　駒澤大学経済学部教授（現在に至る）
2016年　ミュンヘン大学日本センター客員研究員
2017年　駒澤大学経済学部長（2019年まで）
2020年　駒澤大学副学長（2021年まで）

この他、東京大学、大阪市立大学、成城大学、中央大学で非常勤講師
証券経済学会常務理事（現職）、信用理論研究学会理事（2018～2020年）、
ゆうちょ財団アドバイザー（現職）

主な著書
『ロンドンの機関投資家と証券市場』法律文化社（1995年）
『現代イギリス財政論』勁草書房（1999年）
『日本の株式市場と外国人投資家』東洋経済新報社（2002年）
『図説　やさしい金融財政』丸善（2006年）
『新版　図説　やさしい金融財政』丸善（2009年）
『ユーロと国債デフォルト危機』税務経理協会（2012年）
『ユーロ不安とアベノミクスの限界』税務経理協会（2014年）
『日本国債の膨張と崩壊』文眞堂（2017年）
『デジタル化の金融論』学文社（2022年）

編著
『日本の国債・地方債と公的金融』税務経理協会（2007年）
『金融危機と証券市場の再生』同文館出版（2010年）
『証券市場論』（共編）有斐閣（2011年）
『現代国際金融（第三版）』（共編）法律文化社（2016年）
『深く学べる国際金融』（共編）法律文化社（2020年）
『ファイナンス入門』（共編）ミネルヴァ書房（2021年）


